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Abstract
　This paper is focused on "the Period for Integrated Study" that established as a part of school curriculum in 
the course of study guidance in 1998/1999. 
　In newspaper and magazine articles, "the Period for Integrated Study" is told and understood in conjunction 
with an academic achievement problem that occurred in 1999, and it is suggested that these discussions made 
an implicit norm that "the Period for Integrated Study can be used as lessons for problem-solving learning as 
long as it is guaranteed that deterioration in academic achievement will not occur" among participants in school 
education. It also points to the existence that this norm has continued to the present.
　The importance of "the Period for Integrated Study" is shown more than ever in the New Course of Study, but 
prior to its full implementation, it will be necessary that closely examining the comprehensive learning projects 
that practiced before 1998 to acquire knowledge to contribute to teacher education.
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（345→365）、 算 数（869→1011）、 理 科
（350→405）と授業時間数が増加した（カッ
コ内は6年間の総時間数）。一方、総合的
な学習の時間は430→280に減少した。中
学校の3年間では、国語（350→385）、社
会（295→350）、数学（315→385）、理科
（290→385）と増加し、総合的な学習の時
間は210 ～ 335→190に減少した。
ⅵ）例えば、中村恵子、日本における総合・
合科的学習‐第二次世界大戦以前と以後の
学習活動を対比して‐、現代社会文化研究、
34、37-54、2005や、臼井嘉一・金井香里編著、
学生と教師のための現代教育課程論とカリ
キュラム研究、成文堂、2012の第4章「総
合学習とカリキュラム研究－総合学習論争
に学ぶ」などは、日本の学校教育における
これまでの総合学習（合科学習）の実践の
蓄積を参考にして「総合的な学習の時間」
を把握しようとしている。
ⅶ）これらの蓄積の一部は映像史料も残され
ており、教員養成を含む教師教育の場面で
参照が可能となっている。例えば、茨城県
水海道市（現常総市）の水海道小学校の教
育実践は映画化され、現代も入手可能であ
る。同小学校では地域の社会生活の現実か
ら出発して社会科の教科内容を構成しよう
とし、埼玉県川口市の研究会が作成した独
自の社会科カリキュラム「川口プラン」を
主導した矢口新らの指導のもとで学習が展
開していた。この学習の一部を映画化した
のが映画『はえのいない町』（1950年、岩波
映画製作所）である。同映画では小学校の
保健部の児童が学校内のハエを退治する活
動が保健所や地域住民と協力して町内のハ
エを駆除する活動へと展開し、さらには自
らハエの生態を観察し、繁殖場所を明らか
にして清掃と薬剤の散布を行うという問題
解決型の経験学習の展開が描き出されてい
る。この作品は、丹羽美之・吉見俊哉編、
記録映画アーカイブ2　戦後復興から高度
成長へ、東京大学出版会、2014付属のDVD
で視聴できる。
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